
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島城南ロータリークラブ
2015-16年度地区補助金事業報告 プロジェクト番号11

プロジェクト名：八木園利用者らがロータリアンとともに、9月に稲刈りを、6月に地域の祭りである 

        花田植えに参加するとともに、利用者自らが実際に田植えを行って、農作業の体験学習 

をなすことを支援する。 

プロジェクトの概要 

2014年 8月 20日に広島豪雨災害に被災した社会福祉

法人やぎが運営する知的障害者授産施設八木園（就労

継続 B）の利用者に、田植え及び稲刈りを体験しても

らい、今後の就労と社会参加を支援すること等を目的

としている。 

実施報告 

①稲刈り体験 

2015 年 9 月 12 日、山県郡北広島町にて稲刈り体験を

行った。前日までの雨の為、予想以上に足元はぬかる

んでいたが、泥だらけになりながら皆で鎌を使って稲

を刈った。初めは慣れない手つきだったが、慣れてく

ると笑顔で稲を次々と刈っていくようになった。 

最後に、轟々と大きな音をたてすごいスピードで稲を

刈っていくコンバインの様子を、八木園利用者が熱心

に見入っていたのがとても印象的だった。 

②壬生の花田植見学 

2016年 6月 5 日、山県郡北広島町で開催された「壬

生の花田植」を見学した。 

14 頭もの飾り牛が代掻きをし、ならした田に田植え

歌を唄いながら早苗を植える早乙女の動きが、田園

風景にマッチし、スケールが大きく古式豊かで、多

くの参加者を魅了した。 

このような伝統文化に触れることで、八木園利用者

がより豊かな感性を育み、農業への関心が高まるき

っかけ作りになったならば幸いである。 


